
第2分科含

コミュニティケアと仕事おこし

田中羊子（東京高齢協）

（1）第2分科会では、市民主体のコミュニテ

ィケア、仕事おこしの取組を交流し、さらに

大きく広がるには何が必要かを考えたいとテ

ーマを設定した。

1．福祉サービスの提供を民間営利企業にまか

せず、市民がサービスの担い手としても登場

し、自ら仕事おこす取組をどう本格化するか

2．市民が介護保険制度のプロセスに関わって、

本当に利用者本位に運用していく力をどう高

めていくのか

3．高齢者、利用者、市民が要介護高齢者を減

らし、元気な高齢者をたくさんつくり出して

いくようなコミュニテイづくりにどう取り組

んでいくのか

この3点を中心に6人の方から実践を報告して

頂き、交流し、学びあった。

（2）前半は、そんぐケアセンターの中村さん、

ワー力一ズコープけやきの小菅さん、北海道

高齢協の生出さん、大田・遭摩地域介護支援

専門員協会の山室さんの4人から、特にサー

ビスの担い手側の仕事おこしを中心にお話を

頂き、中間の討議を行った。

1．そんぐケアセンターの中村さんの報告は、

コムスンの実態と、その中から仲間と立派に

事業を立ち上げ、地域に根ざして発展させて

いる取組は、参加者から多くの共感と激励が

寄せられた。有1狼会辛Lとして三狂業をおこされ

ているが、そのづ二以には協同労働に相通じる

ものが多いことをつ二感した。労協法の制定に

向けて、有1狼会祉で地域の必要に応える事業

をおこしている方々にもっと出会っていく必

要を感じさせられた。

2．民家活用型デイサービスの収組には、関心

がたくさん集まった。具体的な家の問取りや

立ち上げ資金など…分の地域でやる．」二での質

問が具体的によせられた。祉協で現在ヘルパ

ーをしている女性からは「ミニデイをやりた

いと思って参加した」との発言がされた。ま

た、公社で働いている埼玉の女性からは「公

杜の職員の多くが役所からの出向で、無難に

過ごせば本庁に帰れるとの意識で、あまりに

意見が合わなくなっている。あと5年で定年を

むかえるが、白分たちの手で…という仕事お

こしに興味があって参加した」との発言があ

った。

（3）後半は利用者、高齢者側のコミュニティ

での活動を中心に、介護保険市民オンブズマ

ン機構大阪の田邊さんと、寝たきり「0」を

めざすまちの会の松岡さんからこ報告を頂い
た。

1．田邊さんからは、市民オンブズマン要請講
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パネリスト

中村孝之（そんぐケアセンター）

小菅恵子（ワーカーズコープけやき）

生出桂子（旭川神楽地域福祉事業所）

山室まこと（大田・適摩地域介護支援専門員協会）

田邊榮一郎（介護保険市民オンプズマン機構・大阪）

松岡政義（寝たきり「0」をめざすまちの会）

コーディネーター

田中羊子（生活協同組合・東京高齢協）

座に参加する市民の意欲、熱意が生き生きと

伝わってきた。12月からはじまる実際の施設

での市民オンブズマンの活動のその後も是非

お聞きしたいと感じた。松岡さんからは、東

京という大都市で、しかも事業としではなく、

地域の高齢者主体の生きがいづくりや、支え

あいの活動を継続して発展させている取組の

すごさを実感した。いずれも高齢協が本来テ

ーマにすべき活動だと思う。

2．コーディネイターの不手際で、後半討議の

時間がなくなり、お二人に対しての質問やコ

ミュニティづくりの討議ができなかったこと

をこの場をお借りしてお詫びしたい。

〈第1報告＞

「そこに出会いがあったから」

「］ムスンから新会社設立へ」

報告者1そんぐケアセンター中村孝之（北海

道・釧路）

　中村さんの報告は、参加者に大きな衝撃と

勇気を与えるものだった。前半はコムスンに

入社し、道東地域を担当し、仲間の多くがリ

ストラにあうまでの3ヶ月間の赤裸々な実態が

報告された。中村さんは、コムスンの介護保

険スタートたった3ヶ月での大幅なリストラ

と、事業縮小について、「十分にリサーチもせ

ず、安易に拠点を広げ、人を安易に採用し、

それに逆らう者は降格、解雇、人を人と思わ

ない経営方針に間違いがあった」と、厳しく

批判した。これに村して、地域密着の利用者

一人一人を大切にする介護ができれば、どん

な地域でも、条件は違っても、介護事業は成

り立たせていけることを、これから事業を立

ち上げようと志している人たちに伝えたいと

確信を語る。

　リストラに直面してみんなが散らずに、一

緒に事業を立ち、ヒげる決意をした理由は2点。

①コムスンを通じて出会った良い仲間と一緒

に仕事をしたかったこと②私たちを信頼して

くれた利用者に迷惑をかけたくないという思

いからだ。そして①コムスンが広域で介護を

しようとしたのに対し、地域で地元に密着し

たサービスを心がけたこと（釧路と紋別に限

定）。②行政とじっくり話し合い、協力を得て、

1，000万の助成金を引き出したこと。③きめ細

かいサービスに徹していること。いかに他の

事業者とパイプを持ち、認定前の利用者の方

でも、訪問調査の段階でサービスが受けられ

るよう他の事業者と強調性をとることを人切

にしていること。

　こうした方針のもとで、8月に有限会杜「そ

んぐケアセンター」を立ち上げて3ヶ月間でケ

アプラン119件、訪問介護56件（月）、正規職

員7名、登録ヘルパー10名が働く事業に成長し

ている。
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　中村さんは討議の中で「私たちには法人格

選んでいる時間もなく、もっともとりやすか

ったのが有限会杜だった。“そんぐ”は営利を

目的としているが、コムスンとの違いはあげ

た利益を何に投資するかだ。私たちは次の福

祉事業を地元で発展させるために投資をする。

また、毎週ヘルパー会議を開き、話し合いを

大切にしている。いちいち本社にお伺いを立

て、マニュアルにあてはめて介護するのでは

なく、白分たちで解決していく。1OO％の答え

は出ないにしても、問題提起できる介護をめ

ざしている」と語られた。最後に介護保険制

度下で、自治体のあり方大きな違いがあると

いう問題点にも触れられた。杜協や市の外郭

団体が利用者を独占し、民間事業者が育たな

い環境をつくっている自治体の問題。サービ

スを利用者まかせにしており、情報が行き届

いていないため、各自治体の利用率に大きな

違いとなって表れていることなど。「こうした

バランスのとれない現状を皆さんと一緒に提

起し、大きな力となって国に働きかけること

をお願いしたい」と提起された。

＜第2報告＞

「協同労働の魅力…けやきの5年閻と取組から」

報告者　ワー力一ズコープけやき　小菅恵子

（東京・町田）

けやきの発足から初期の苦労

　小菅さんは特養の寮母として働いていた頃、

利用者がいつも「ありがとう」と言い続けな

くてはならない関係…みてもらう人とみてあ

げる人との関係が対等でないことに、働いて

いて充実感を得られなかった。知人に誘われ

て、在宅介護事業を立ち上げることになり、

企業組合（中小企業等協同組合法にある一つ

の企業形態）をとろうとしたが、貯金がなか

った。そんな時労協と出会い永戸さんの話を

聞いて、これだと思った。「人に雇われて働く

働き方」ではない、一人一人が主人公になれ

る働き方に引かれて、センター事業団に加盟

した。

　最初7人の仲間と出会い、けやきをつくって、

活動してきた。福祉の仕事は、手を上げたら

上げっぱなしで走りつづけなければならない。

新しい組織をつくっても、すぐには信頼を得

られない。最初は信用してもらうまでの苦し

さだった。それだけにみんなが大いに夢を語

り合った。自分たちで苦労してかちとった給

与だからこそ本当にやりたいケアを実践でき

る。夢をあちこちで語をすると必ず実現する

というのが実感だ。

ケアの仕事と協同労働

　協同組合という組織はとてもケアワーカー

にあっていると思う。助け合いの精神がない

と、ヘルパーは良い仕事ができないからだ。

よその家に入り、白分のカラーを出さずに仕

事をするので、ヘルパーが疲れる。けやきで

は月2回会議をもって、経営分析やケアの内実

を高めるために語し合うが、そういう場所が

あることがヘルパーを元気にする。

　一人一人の自立度、自力をつけることが、

大切だと思う。経営に責任を持つ苦労しただ

け仲間意識が育つ。そんな協同労働の働き方

がケアの仕事にあっていると思う。

ホッとステーションさくらはうすの開設

　ずっと介護の仕事に関わって要介護者が増

え続けることに危機感があった。自分が60才

になったのを機にけやきの此代交代をはかろ

うと、さくらはうすをオープンした。高齢者

と接していると、コミュニケーションする場
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が本当に少なくなっているのを感じる。だが、

多くの人が関わりを求めているし、心のうち

が淋しい。

　さくらはうすは、のべ340人の方が利用して

いる。年齢でくくらず、様々な講座に参加し

ている。「男の料理教室」では、最初ぎこちな

かった男性たちが、解放されて自分を語り始

める。パソコン講座の卒業生も地域の子供た

ちに教えようかと夢が広がる。農家と協力し

て、堆肥をつくって大豆から味噌づくりもし

てみたい。

　福祉を切り口に地域でのいろんな活動に広

がっていけばと願っている。

＜第3報告＞

「ヘルパーステーションから民家活用型デイを

立ち上げて」

報告者　生活協同組合北海道高齢協　生出桂

子（北海道・旭川）

　生出さんは、病院の看護助手として長年働

いて、介護される側が「めんどうみてもらっ

ているんだから」と遠慮しているあり方に

“違う”という気持ちを持っていた。看護助手

の仕事の合い間だけでもヘルパーの仕事をし

たいと、ヘルパー2級をとってあちこちのヘル

パーステーションを訪問したが、「営利目的」

のところが多く、しっくりこなかった。そん

な中で出会ったのが北海道高齢協の「いちい」

だった。面接にいって、いちいの代表に「介

護の仕事に知識、技術は大事だが、いちいで

はそれが優先ではない。心を優先したい」と

開ロー番伝えられた。それまでの胸のつかえ

がとれた。協同組合について良く分らなかっ

たが、ここだったら出資する価値がると思っ

て飛び込んだ。

　この4月から看護助手を辞めて、仕事をいち

いに一本化した。そしてヘルパーステーショ

ンいちい神楽にデイサービスを併設すること

になり、主任ヘルパーとして、その立ち上げ

に関わってきた。

　デイサービスは最初全く興味がなかった。

母親がデイサービスで「ばからしくて」とつ

ぶやいていたことが印象に残っている。誰に

でも同じことをやっているデイにしたくない。

私ならこうしたくない。小規模のデイはどう

したら良さを生かせるのかを出発点に考えた。

ヘルパーの仕事をしているとデイに行きたく

ないという人に何人も出会う。「お茶のみに行

こう」と誘って来てくれる人もいる。「家をあ

けられないから」と断る方に対して、「利用者

が少なくて困っているから助けて」とお願い

して、「あんたが困っているなら」と来てくれ

た方もいる。利用者にとって“自分が世話を

されっばなし”は嫌だと思う。“自分が何かを

助けなければ”そんな役割を見出せるのは、

小規模の良さだと思う。こちらが生きがいを

持たせてあげるのではなく、“不■」用者と私たち

と一緒につくる”“利川者白身が参加する”デ

イにしたいと思っている。

　古い民家を改装してのデイは、高齢者にと

ってなじめる場。デイにきているというより

は、お茶を飲みに来ている感覚で、楽しみに

通ってこられる。デイを始めてから、ヘルパ

ーにも変化が生まれた、直行直帰ではなく、

デイに来てひと休みしてからケアに出かける

ようになった。「行ってきます」「行ってらっ

しゃい」と自然に、家族のように声をかけ合

う。在宅での顔とデイの様子と利用者のトー

タルな姿を知ってケアができるようになって

きた。閉じこもりも毎日を送る高齢者に「あ

なたにとってデイは必要」というのは押し付

けだと思う。在宅で近いデイ、行きたくなる

場をつくっていきたい。

　ヘルパーをやっていく中で必要だと思うの

は、痴呆になる手前のさびしさ、孤独をどう
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するのかという問題。寝たきり・痴呆にさせ

ないために、どうしたら防げるかが一番大切

だと思う。

＜第4報告＞

「ケアマネージャーのネットワークづくり」

報告者　山室まこと　島根中高年事業団ケア

ワークステーションすずらん（島根県・大田）

　大田・遜摩地域は、平均して高齢化率30％

という過疎高齢化の農村地域。介護保険の保

険者も大田市外2町広域行政組合で実施した。

居宅介護支援事業者は15事業者となっている。

これまでは、措置制度による行政主導の縦割

りサービスであったのが、利用者が選択する

杜会保険制度となり、ケアマネージャーがキ

ーパーソンとなって、利用者・家族に適切な

助言・援助を行い、利用者本位の総合的なサ

ービス提供を目指すことになる。そのために

は、ケアマネージャーが各事業所の実態をよ

く把握し、施設系と在宅系の連携、そして医

療系と福祉系の連携をつくり上げなければな

らない。こうした状況の中、この地域の実務

担当ケアマネージャーは28名だったが、白分

達の仕事の重要性と同時に、実際の業務がこ

なせるのかといった大きな不安を自覚するよ

うになり、お互いの親睦と情報交換、そして

能力の向上を目指して、4月にケアマネージャ

ー「有志の会」を40名で発足させた。

　月1回の例会では、情報交換・親睦交流から

給付管理の統一、保険者への質問・要望、そ

して事例研究を少しずつ始めた。本来のケア

マネジメントに十分な時間が取れず、孤立と

白己嫌悪に陥りがちだったのが、同じ悩みを

共有することによって連携が少しずつ深まり、

ケアマネージャーの目的・目標を再認識する

ことができた。

　しかし、ケアマネージャーの制度的位置付

けと業務実態との差は大きく、精神的肉体的

に余裕が持てず、例会への参加は十数名と少

なく、今後の運営を検討している時、広域行

政組合主催の「ケアマネジメント実践事例研

修会」が専門家を招いて開催された。各事業

者から事例を提出・報告してもらい、専門家

そして参加者から意見を聞き討議することに

よって、非常に内容の濃い勉強となり、今後

の継続的な開催が強く要望された。

　こうした中、県内9圏域のうち2カ所で介

護支援専門員協会が設立され、全国でも広が

りつつある状況を知り、「有志の会」のあり方

も含めて検討することとなった。「仕事が手一

杯でそんな余裕はない」「今のままの緩やかな

会の方が参加しやすい」といった意見もあっ

たが、ケアマネージャー同士の連携強化と、

ケアマネジメント能力向上のための研修会開

催の必要性では一致し、更に、職能集団とし

て地位向上を目指すためにも、「有志の会」を

発展改組し、協会を設立すべく、設立準備会

を9月に立ち上げ、10月29日の設立総会となっ
た。

　会員は、この地域に在住又は勤務するケア

マネージャーで、該当者は約90名だったが、

当日入会者数は63名で、出席者も48名にのぼ

り、準備会の予想を大きく超える組織のスタ

ートとなった。我々への期待の大きさと責任

の重さに緊張しながら、ケアマネージャーの

ネットワークを広げ、地域福祉の向上を目指

す決意を確認し合った。

＜第5報告＞

「市民参加の介護保険制度を」…市民オンブズ

マン要請講座の取組から…

報告者　介護保険市民オンブズマン機構・大

阪田邊榮一郎

介護の杜会化を進め、高齢者が安心して暮
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らせる杜会を実現することを目的に、2000年

4月からスタートした介護保険制度。この介

護保険によって、介護サービスは行政による

「措置」から、利用者が自由にサービスや提供

事業者を選ぶことができる「契約」へと大き

く転換した。

　しかし、実際の介護の現場では「お世話す

る・される」といった関係から、サービス提

供者と利用者間にどうしても一定の力関係が

発生しがちだ。利用者のもっと身近で細かな

二一ズに対抗する「もう一つの苦情解決シス

テム」がひつようではないか…。そうした思

いから立ち上げたのが『介護保険市民オンブ

ズマン機構・人阪』（o一ネット）だ。

　O一ネットでは、専門的な研修を受けたボラ

ンテイアの市民をオンブズマンとして養成し、

介護の現場（主に施設）に派遣し、利用者の

立場に立ってさまざまな要望や苦情に耳を傾

け、その解決策等を事業者に提案する中で、

利用者の満足の実現と介護サービスの質の向

上を図ってく。

　従来の行政オンブズマンに見られるような

「告発型」ではなく、利用者と事業者の円滑な

関係をコーディネイトしていく「橋渡し役」

を担う。

　保険主体である市町村の行政機関や、事業

者団体から独立した「第三者機関」として、

市民自らが運営に携わり、苦情解決のための

活動にあたる。ひいては介護サービスの質の

向上につなげてく。介護保険がめざす「対等

平等」と「市民参加」のコンセプトを、この

新しいかたちの市民運動を通して杜会に根づ

かせていこうというのが、O一ネットの使命だ。

　ひとくちに「介護の現場に入り、利用者と

事業者の“橋渡し役”をする」と言っても、

そこには一定の知識やコミュニケーションが

必要になる。

　研修を通してそんな人材を培い、介護の現

場に送りだしていこうというのが「介護保険

市民オンブズマン養成講座」だ。

　受講対象となるのは、ボランテイアでこう

した活動に関わっていきたいと考える市民。

約60時間に及ぶ講座では、講義型の授業を通

して活動に必要や知識を身につける他、介護

サービス関係者や実際に活動しているオンブ

ズマンから現場の話を聞いたり、グループワ

ークを通して不1」用者とのコミュニケーション

の取り方・問題解決のためのアプローチの方

法などを学んでいく。

　第1期の養成講座には400人もの市民が応募

した。ここから65名の方を選抜。50代以降の

方が多く、すごい熱気で60時間学ばれた。11

月15日には修了生に対して、認定式が行われ、

12月より12施設に村して初めてのオンブズマ

ンとしての活動が開始される予定だ。

　O一ネットでは、契約した介護保健施設に、

月1回以上、2人1組でオンブズマンを派遣。利

用者の話相手になりながら、潜在的二一ズや

要望・苦情の聞き収りにあたり、一事実や状況

を確認した上で、改善のための提案を事業者

に行う。また、検討を要する課題に対しては、

0一ネットのアドバイザーが相談にのったり、

理事・医師・弁護士・福祉関係者などで構成

される専門委員会で協議。オンブズマンがさ

まざまな事例に対応していけるバックアップ

システムも整えている。

　活動の担い手は、養成講座の修了生で、“私

が支えたい”というボランティアマインドに

あふれる市民。告発や糾弾型ではなく代弁者

の役割を果たすコーディネイターだ。

　介護の現場において、利用者とサービス提

供者が互いに見えない空気に“気づく”雰囲

気づくりを行い、利用者が気軽に意見を言え

る環境を整え、利用者の生活の質全般を高め

る支援を行っていく。O一ネットは、市民オン

ブズマンの派遣を通して、そんな役割を担っ
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ていきたい。

〈第6報告＞

「寝たきり『ゼ□』をめざすまちの会」の取組から

報告者　　「寝たきり『ゼ□』をめざすまちの

会」　松岡政義（東京・世田谷区）

　松岡さんが代表をされている「寝たきりゼ

ロ」の会は、世田谷区深沢出張所地区をエリ

アとして活動している。この会の発足のきっ

かけは、竹内孝仁先生（日本医科大学）の

「ねたきり・痴呆はなぜおこるか」の講演だっ

た。

　「寝たきりの原因は、病気が原因のこともあ

るが、それ以上に家に閉じこもって人との交

流もなくなっていく状態、これが大きな原因

になるんだ、というお話をお聞きした。竹内

先生の講演のしめくくりは、「だから自分たち

でいろいろ考えて寝たきりを防ぐことをやり

なさい」と言われたが、住民の多くは自分た

ちの手で解決するという意識がないので大い

にしらけた。そういう中で、松岡さんを含め

て何人かの方から、ぽつぽつと声が出始め、

「じゃあやってきるか」と車イスのマップづく

りを始めたのが、最初だった。

　車イス20台に分乗して、車イス疑似体験を

やった感想をPRしようと、マップをつくり、

多くの人に見せたらその影響は大きかった。

放置自転車も減り、収締りではなく、住民の

意識が変わるのを実感できた。小学校にも高

齢者が車イスで入れるトイレができた。

　私たちの会の中心には「個人」がある。つ

まり、はじめに組織があってそれに個々が参

加していくというのではない。あくまでも一

人一人の個人が白らの人生を中心にして、身

体的にも経済的杜会的にも必要なことにアク

活動の考えかた
ひまわりの欄（長老の言葉）

1分たちの介護保険1

　　　　　　編集グループ

　　介護保険

　　グループ

　リハビリ体操

　　グループ

　　　　　　グランドゴル

　　　　　　　　グループ

子供達との関係

1，700枚→11町会

350枚→個人に届ける

保健婦との関係車椅子使用の方

お茶会

グループ

個人（区民）

ミーアー
ヒマワリ

グループ

広報グループ

　　　　　　車椅子マップ

　　　　　　　グループ

　　　　　　　深沢文化

　　　　　　　を語る会

男の初心者料理

　教室グループ

　　放置自転車、

→　　段差

　児童館、小学校の

　先生との関係

区民は自主的に、白山に、無理せずに参加し、

楽しい時間をつくりましょう

活動の場所：公共施設、小学校のBOPルーム、個人の家

運営：企画会方式
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セスする。自分の自立にとって有益と思われ

ることをどう利用するかという発想にポイン

トをおいている。そうしたしくみをまちのな

かにつくるということだ。

　私たちは、介護保険の用語でいえば、「自立」

から「要支援」「要介護1・2」あたりの高齢者

に焦点をあてている。定年後に行くところが

なくなってそういう環境変化から障害をもつ

方、身体的に不白由がでて外出するのを薦路

される方などが、気兼ねなく明るく外に出ら

れる、仲間といられという雰囲気づくり、仲

間づくりにポイントをおいている。

　人間の行動パターンはいろいろある。思い

思いに自分のしたいことを活動をはじめて仲

間の輸をつくっていく。この活動グループが

次第にふえてきたということだ。

　「ゼロの会」の運営で新しい活動として、深

沢地域でミニデイを行っている。スタッフも

利用者も高齢者で区別がない。地域の文化や

歴史、民話を伝える活動も取り入れ、ミニデ

イに参加した高齢者が、その日家族や子供た

ちに伝えられる会話の材料を提供する。高齢

者が世に生きている価値、あなたたちが主体

だよというメッセージをこめている。

　地域の関心事をよりよく享受してもらう活

動をどんどんつくっていきたい。高齢者がす

みっこではなく、地域のあちこちに頭をつっ

こんでいく。人生の変わり目に、輝きをもち

つづけるような関係…その人が生きがいを広

げ仲間をつくっていく…ということを支え合

える活動、地域をつくっていきたい。

1…　o　・　　）　．

竹井孝さん（一般）

1．私はまだ地域福祉の経験がなく、このように長

時問にわたり実践経験の話を聞し、たのははじめて

であり、大変参考になった。

2．報告者の皆さんの話を聞いて、報告者の方々の

大変さがひしひしと伝わってきた。みなさんが地

域で頑張ってし、る姿に頭の下がる思し、がした。

3．報告者の民さんが生き生きとしてし、るのが印象

的であった。

4．コムスンのひどい実態には驚いた。

5．午後の討論では市民の手で事業を行うには、当

然のことであるが、経済的問題をし、かにクリアー

するかが大変だということが分った。

6．もう少し事業の立ち上げ、運営の実際について

討論が欲しかった。

私は従来一般企業で働し、てましたが、これから新

たに地域福祉に取り組みたし、と考えてし、ます。本

集会に参加して、地域福祉にはし、ろし、ろな問題が

山積しており、今後自分がどれほどのことができ

るかにとまどし、を感じましたが、一歩一歩実践を

積み上げてし、く以外になし、と思し、ました。

石井秀夫さん（干葉県高齢者協同組合）

そんぐケアセンター1コムスンの実態を知り、大

手の商法を恐れなくて良し、と感じました。

介護保険オンプズマン機構：高齢者の協同組含は

このような第3者機関に参加するには適してし、ると

思し、ます。

寝たきりゼロをめざす運動：地元の目治会で福祉

部に関与しています。元気なお年よりづくりが非

常に大切ですので、組織づくりを教えてくださし、。

三宅牽之さん（労協船橋）

ケア事業を立ち上げた方たちのそれぞれの苦労が解

りました。と同時に手法はちがっても「一人一人が

主人公の側と」「一人一人が利用者への対応」は皆同

じと感じました。また、世田谷の方も一人一人が主

人公と労協と合い通じる理念を感じました。
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